
検診名 対象者 内　容 自己負担金 時　期
（予　定）
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結核・肺がん検診 65歳以上の方
（40～64歳は希望者）

胸部Ｘ線撮影
（50歳以上の方は、追加項目として喀

かく

たん検査を検診当日に申込可能）

無料
（喀たん検査は
1,000円）

８～９月

胃がん検診 40歳以上の方 胃部Ｘ線撮影検査（バリウム） 1,500円 11月

大腸がん検診 40歳以上の方 ２日分の便検体をとり、潜血反応検査 500円 11月

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査 500円 ８～９月

後期高齢者の健康診査 75歳以上の方または後期高齢
者医療被保険者証所持の方

身体測定、尿検査、血圧測定、診察、血液
検査（脂質、肝機能、糖代謝検査など）

【集団検診】無料 ８～９月

【個別検診】無料 ８～11月

子宮頸
けい
がん検診 20歳以上の女性

内診または超音波検査・視診・細胞診
（医師の指示があった方は体がん検
診も受けていただきます）

2,000円
（体がん検診は
別途2,000円）

医療機関検診
：７～10月
検診車検診
：12月

乳がん検診

30歳代の女性（毎年検診） （30～39歳）超音波検査 1,000円

６～７月40歳以上の女性
（２年に１回奇数年齢が対象）

（40～64歳）Ｘ線撮影検査（２方向）
2,000円

（65歳～）Ｘ線撮影検査（１方向）

骨粗しょう症検診 30・35・40・45・50・55・
60・65・70歳の女性 足への超音波による骨密度測定 1,000円 10月

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査）

①40歳の方
②�41歳以上でこれまで受診し
なかった方

血液検査 1,000円
※①は無料 ８～９月

申
し
込
み
不
要
で
す

特定健康診査
※白石市国保加入者のみ

40～74歳の方
※�人間ドックを受診希望の方
は助成制度あり

身体測定、尿検査、血圧測定、診察、血液
検査（脂質、肝機能、糖代謝検査など）

【集団健診】
1,500円 ８～９月

【個別健診】
2,000円 ８～11月

基本健康診査
※白石市国保加入者のみ 19～39歳の方 身体測定、尿検査、血圧測定、診察、血液

検査（脂質、肝機能、糖代謝検査など） 1,500円 ８～９月

歯周病検診 30・35・40・45・50・55
60・65・70歳の方 歯科医師による歯周組織などの検査 500円 ９～２月

令和３年度

各種健康診査の申込書をお送りします

令和３年度　各種健康診査の概要 （年齢は令和４年４月１日現在の満年齢）

申し込みは２月15日（月）まで
問健康推進課　☎22-1362問健康推進課　☎22-1362

※１　各検診の受診票は、検診時期が近づきましたら郵送します。
※２　75歳以上の方と生活保護法による被保護世帯に属する方は、自己負担金が無料です。
※３　職場の健康保険に加入している方の健康診査は、勤務先や加入保険者にお問い合わせください。

※日程は変更になることがあります。広報しろいしなどでご確認ください。

　１月末に申込書を郵送しますので、「申し込みをする方」も「申し込み
をしない方」も必ず記入し、２月15日（月）までに郵送か健康推進課（健
康センター１階）に提出してください。

忘れずに提出してワン！

救急医療情報キットを
配布しています

問長寿課　☎22-1361

救急医療情報キットとは
　自宅で具合が悪くなり、救急車を呼ぶなどしたときに救急医療活動に
必要な「かかりつけ医・持病・血液型・どんな薬を飲んでいるか、緊急
連絡先」などの情報を医療情報用紙に記入し、専用の容器に入れ冷蔵庫
に保管しておくことで、救急隊員が駆け付けた際に、持病や服薬などの
医療情報を確認し、適切で迅速な処置が行えます。
　また、緊急連絡先の把握により、親族などからのいち早い協力が得ら
れます。

対象者および費用
　本市に居住していて、次のいずれかに該当する方は無料となります。
①ひとり暮らしの65歳以上の方
②65歳以上のみの世帯に属する方
③災害時要援護者台帳に登録されている方
※上記以外の方、再交付を希望する方は実費負担分として200円が必要です。

配布場所および申請方法
　長寿課（総合福祉センター内）、総合福祉センター窓口（本庁舎１階）または各地区公民館で配布します。
申請書を記入のうえ提出してください。１世帯に１セット（医療情報用紙については対象者数）配布します。
※各地区公民館では、無料配布の場合のみの対応となります。

　市では、災害時要援護者やひとり暮らし高齢者などの安全・安心の確保と地域での支え合い
体制の向上を図るため、「救急医療情報キット」を希望者に配布しています。

救急医療情報キットの使い方

①救急医療活動に必要な情報を「医療情報用紙」に記入し、専用の容器（筒状）に入れます。
②自宅の冷蔵庫で保管します。
③・④玄関ドア内側と冷蔵庫の扉にシールを貼ります。
※既に救急医療情報キットをお持ちの方は、医療情報内容を常に最新の内容にしておいてください。
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